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和田川のせきと橋
　　　農業構造改善事業で改良

（6月1日現在）面積…22．34平方キロ

　　　　　つゆどぎの食品衛生に注意

　気温が高く湿気の多いつゆどぎは、カビやバイキンのはびこる季

　節です。食中毒や赤痢にかからないようじゅうぶん注意しましょう

　△　台所はいつも清潔にしておくようにし、とくに主婦の方は、食

　品の衛生について気をくばる。
　へ
　△　料理はいつもきれいな手で、また、食べ物は必ず洗ってから料

　理する。

　△　なまで食べるものは、洗剤を使ってよく洗い、火をとおせるも

　のはじゅうぶん熱を加える。

　△　食品は新しいうちに食べるように。冷蔵庫の過信は危険。

　△　食器や調理器具は清潔に、ハエやゴキブリは徹底的に退治を。
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嚢灘繋慧
灘羅欝鱒難

水
の
供
給
を
み
た
す

　
　
　
上
水
道
工
事
完
成

　
村
で
は
昭
和
四
十
三
年
度
事
業
と
し

て
、
給
水
人
口
八
、
三
〇
〇
人
を
目
標

に
上
水
道
の
大
改
良
工
事
を
計
画
し
、

昨
年
十
一
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
ぎ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ほ
ど
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
お
り
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
は
つ
ぎ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
お
り
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
樋
春
水
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
に
、
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
二
ニ
キ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ッ
ト
の
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
タ
ー
・
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
プ
を
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
一
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
の
送
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
を
布
設
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
成
沢
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
池
に
送
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
成
沢
配
水

池
に
、
さ
ら
に
貯
水
量
三
八
八
ト
ン
の

配
水
池
を
新
設
し
、
今
ま
で
一
五
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
ポ
ン
。
Z
墓
で
交
替
に
配
水

し
て
い
た
も
の
を
、
新
た
に
三
〇
キ
ロ

　
　
　
　
　
）
．
一
「
）

ワ
ッ
ト
の
ポ
ン
プ
ニ
基
を
設
置
、
こ
れ

よ
り
配
水
管
六
、
三
一
九
メ
ー
ト
ル
を

布
設
し
て
、
南
地
区
全
域
に
配
水
す
る

と
と
も
に
、
ポ
ン
ポ
ン
山
に
あ
る
貯
水

量
二
二
〇
ト
ン
の
高
区
配
水
池
に
常
に

水
を
た
く
わ
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
二
〇

〇
ミ
リ
配
水
管
を
布
設
し
た
。

　
こ
の
改
良
工
事
に
よ
り
、
現
在
ま
で

の
配
水
・
送
水
能
力
は
二
倍
に
強
化
さ

れ
、
樋
春
、
成
沢
の
水
源
井
か
ら
く
み

あ
げ
ら
れ
た
水
は
、
村
内
各
家
庭
に
給

水
さ
れ
ま
す
が
、
最
も
水
の
需
要
の
多

い
夏
期
に
も
心
配
な
く
給
水
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
水
道
施
設
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

○
水
源
井

　
　
樋
春
　
深
さ
　
　
一
〇
メ
ー
ト
ル

　
　
成
沢
　
深
さ
　
九
五
メ
ー
ト
ル

○
浄
水
場
と
貯
水
量

　
　
成
沢
　
　
三
八
八
ト
ン

　
　
三
本
　
　
一
七
一
ト
ン
、

　
　
小
江
川
　
　
　
　
一
三
〇
ト
ン

○
送
水
、
配
水
管

　
総
延
長
　
五
四
、
九
六
ニ
メ
ー
ト
ル

〇
一
日
の
給
水
能
力

　
　
　
　
　
　
　
二
、
〇
九
四
ト
ン

○
総
給
水
戸
数
　
　
一
、
二
〇
七
戸

○
総
給
水
人
口
　
　
六
、
八
二
八
人

〇
一
日
の
給
水
量
　
一
、
一
六
〇
ト
ン

江南北小学校完成予想図
）
、
）

遡職

　　　　　　　　鉄筋コンクリート3階建
　　　　　　　　　18室、2，150平方メートルを昭和44年度中に完成予定
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五
月
十
七
日
開
催
さ
れ
た
第
二
回
臨

㎜
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長
を
は
じ
め
、

副
議
長
、
各
常
任
委
員
、
正
副
委
員
長

…
が
改
選
さ
れ
、
本
村
議
会
第
七
代
目
の

議
会
構
成
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
和
の
維
持
と
、
村
の
限
り
な
い
発

，
◆
．
鵯

へ

（

展
の
た
め
少
し
の
こ
だ
わ
り
も
な
く
、

極
め
て
平
和
裡
に
、
退
任
す
る
者
、
新

任
さ
れ
た
者
、
と
も
ど
も
和
気
あ
い
あ

い
の
う
ち
に
交
替
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

に
対
し
、
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

議
会
構
成
の
任
期
は
、
申
し
合
わ
せ

に
よ
っ
て
二
年
と
さ
れ
て
、
前
議
長
以

下
全
員
平
和
の
維
持
の
た
め
、
議
会
の

一
本
化
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
新
議
長
も
あ
く

ま
で
村
の
平
和
と
限
り
な
い
発
展
を
祈

念
し
て
進
ま
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
み

な
さ
ん
の
心
か
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

正
副
議
長
、
常
任
委
員
の
改
選

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

議
長
　
　
　
　
杉
田
弥
平

　
村
民
の
皆
さ
ま
、
去
る
六
月
十
七
日

の
村
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
は
か
ら
ず

も
本
村
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

，
た
。
心
か
ら
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
村
よ
り
公
表
の
と
お
り
、
本
年

．
度
予
算
は
実
に
一
億
七
千
五
百
万
円
が

議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
今
後
村
政

伸
捗
状
況
で
は
当
然
、
補
正
予
算
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
、

ま
こ
と
に
膨
大
な
予

算
が
盛
ら
れ
て
ま
い

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。　

今
や
村
政
は
、
農

政
を
中
心
に
め
ざ
ま

し
“
発
展
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
の
予
算
が
国
民

の
も
の
で
あ
る
の
と
同
様
、
村
の
予
算

も
村
民
皆
さ
ま
の
も
の
で
あ
り
、
常
に

住
民
に
対
す
る
微
細
な
配
慮
が
な
さ
れ
、

村
民
に
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
江
南
村
発
足
以
来
十
三
年
余
、
村
民

の
生
活
を
築
く
た
め
の
施
策
は
ま
だ
ま

　
　
　
　
　
教
育
面
に
お
い
て
も
四
十

五
年
三
月
頃
に
は
北
小
学
校
舎
の
新
築

成
り
、
三
階
建
の
す
ば
ら
し
い
学
舎
ガ

そ
の
偉
容
を
誇
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し

ょ
う
し
、
産
業
開
発
に
お
け
る
南
地
区

構
造
改
善
事
業
松
山
ヂ
ー
ゼ
ル
工
場

誘
致
へ
の
努
力
、
H
増
し
に
伸
び
る
江

南
村
の
姿
で
ご
ざ
い
ま
す
。

明
日
へ
の
飛
躍
と

　
　
　
　
福
祉
の
た
め
に

　
　
　
　
ワ

民
の
し
あ
わ
せ
と
は
申
せ
な
い
と
信
じ

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
か
な
る
計
画
も
施
策
も
、
村
全
体

の
協
調
が
あ
っ
て
こ
そ
効
率
が
あ
り
、

人
の
和
に
よ
っ
て
平
利
な
進
展
が
望
め

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
申
す
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
文
豪
吉
田
絃
二
郎
は
「
愛
は
与
え
る

　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
り
、
与
え

　
　
　
　
　
　
『

議
会
議
長
　
杉
田
　
弥
平

だ
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
老
人
に
よ
り

幸
福
を
与
え
る
た
め
の
施
策
、
婦
人
会

活
動
の
援
助
、
日
々
複
雑
す
る
社
会
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
労
務
管
理
対
策
、

村
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
村
道
改
修
、

舗
装
を
始
め
と
す
る
数
々
の
建
設
事
業
、

ま
し
て
地
域
開
発
は
、
本
村
の
立
地
条

件
に
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
村

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
一
よ
う

　
江
南
村
明
日
へ
の
飛
躍
と
、

さ
ま
の
福
祉
の
た
め
、

い
ま
す
が
こ
ん
身
の
努
力
を
傾
注
し
、

重
責
を
全
う
す
る
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
再
度
就
任
に
際
し
、
い
っ
そ
う
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ら
れ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
一

申
し
て
お
り
ま
す
。

お
互
い
こ
の
気
持
ち

で
あ
り
ま
す
な
ら
ば
、

．
自
然
に
親
和
が
生
ま

れ
さ
ら
に
親
展
す
る

　
　
　
0

　
　
　
　
　
村
民
皆

　
　
微
力
で
は
ご
ざ

、（
　、

（

副
議
長
　
　
　
　
　
新
井
茂
治

　
　
（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

総
務
常
任
委
員

◎
新
井
　
政
男
　
○
寺
山
　
孝
作

　
馬
場
　
一
衛
　
水
野
八
郎

　
新
井
茂
治

財
務
常
任
委
員

◎
武
政
　
定
一
　
〇
小
松
原
信
雄

　
小
林
　
　
正
　
　
関
口
　
久
平

土
木
常
任
委
員

◎
馬
場
　
茂
雄
　
O
富
田
　
宗
平

　
吉
田
　
常
次
　
　
中
島
儀
市

　
滝
田
　
正
雄

産
業
常
任
委
員

◎
持
田
良
作
○
新
井
肇

　
笠
原
　
広
治
　
　
福
田
　
　
茂

　
小
久
保
忠
良

監
査
委
員
に

水
野
・
岡
部
両
氏

　
昭
和
四
十
二
年
よ
り
監
査
委
員
の
職

に
あ
っ
た
持
田
良
作
・
馬
場
幹
一
両
氏

の
辞
任
に
と
も
な
い
、
つ
ぎ
の
か
た
が

た
が
、
さ
る
五
月
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
江
南
村
大
字
成
沢
一
、
〇
七
〇
番
地

　
　
　
　
　
　
水
野
八
郎

　
江
南
村
大
字
小
江
川
八
七
一
番
地

　
　
　
　
　
　
岡
　
部
主
　
次
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ア》プレゼントにっ

勺謝』感

　
　
南
小
学
校
体
育
館
の
建
築
記
念
に
、

　
村
の
道
路
維
持
に
、
ま
た
、
教
育
振
興

　
の
た
め
に
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
寄
贈
、

》
寄
附
金
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
お
知
ら
せ

へ
し
、
ご
好
意
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

グ瓜
ま
す
。

《》
南
小
学
校
体
育
館
に
◇
禮
と
源
子

恥
幕
…
熊
谷
市
関
口
事
務
機
株
式
会
社
、

》
◇
ピ
ア
ノ
一
台
・
：
山
形
市
野
口
一
男
、

《
江
南
村
小
林
正
。
◇
放
送
施
設
一
式
…

》
東
京
都
飯
島
之
男
。
◇
演
台
一
組
…
上

　　
尾
市
吉
田
千
秋
。
◇
会
議
用
椅
子
百
脚

　
…
東
松
山
市
吉
田
建
材
株
式
会
社
。
◇

瓜》
姿
見
一
個
…
熊
谷
市
笠
原
雄
蔵
。
◇
姿

瓜
見
一
個
…
東
京
都
山
森
建
設
株
式
会
社

Ψ
◇
フ
ロ
ア
ー
シ
ー
ト
一
式
…
小
原
農
業

へ
協
同
組
合
。
◇
大
時
計
一
個
…
江
南
村

》
杉
田
弥
平
、
笠
原
広
治
。

、　
　
道
路
維
持
に
◇
百
万
円
…
埼
玉
産
業

》へ
株
式
会
糞
◇
＋
万
円
…
器
．
ン
ク

岬
リ
ー
ト
株
式
会
社
。

瓜
　
南
、
北
小
学
校
に
◇
子
供
用
自
転
車

～》　
各
二
台
…
江
南
村
小
沢
仲
治
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

へ
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投
票
け

よ
こ
．
、

　
㌔
享
》
倦
－
ら
τ
p
一
気
ζ
『
ぞ
6
4
湯
㌔
h
ミ
発
『
も
ぜ

　
♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怖

　
’
選
拳
法
の
常
識
’

選
挙
す
る
資
格

　
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
年
令
満
二
十

歳
以
上
で
あ
れ
ば
一
定
の
刑
罰
を
受
け

て
い
な
い
限
り
、
誰
で
も
選
挙
権
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
た
と
え
選
挙
権

が
あ
っ
て
も
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
運
動
は
禁
止
さ
れ
る

　
選
挙
運
動
の
で
き
る
の
は
、
立
候
補

の
届
出
の
日
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま

で
で
す
つ
し
た
が
っ
て
、
立
候
補
届
出

前
の
選
挙
運
動
は
、
い
わ
ゆ
る
事
前
運

動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
買
収
・
供
応
に
は
注
意

、
選
挙
運
動
の
た
め
に
お
金
を
や
っ
た

り
、
ご
馳
走
を
し
た
り
、
さ
れ
た
り
す

石
こ
と
や
、
候
補
者
、
選
挙
人
、
選
挙

・
運
動
員
を
お
ど
か
し
た
り
、
選
挙
用
ポ

ヌ
タ
ー
を
破
い
た
り
し
て
、
選
挙
の
自

由
を
さ
ま
た
げ
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

激
治
客
ず

　
　
　
江
南
村
選
挙
管
理
委
員
会

戸
別
訪
問
は
で
き
な
い

　
選
挙
運
動
の
た
め
に
一
戸
一
戸
訪
ね

て
ま
わ
る
こ
と
は
、
戸
別
訪
問
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
L
か
し
、
道
路

や
バ
ス
、
電
車
な
ど
の
乗
物
の
中
で
、

た
ま
た
ま
会
っ
た
人
に
投
票
を
依
頼
す

る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
も
選
挙
違
反

　
だ
れ
で
も
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
飲

食
物
を
ふ
る
ま
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
湯
茶
と
か
、
お
茶
う
け
程
度
の

菓
子
な
ら
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
運
動
員
に
出
す
弁
当
に
つ
い
て

も
、
　
一
定
の
制
限
の
も
と
に
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
『
ぜ
、
て
，
、
、
勘
り
、
遥
触
菟
‘
り
ら
窒
糎
勧
、
勘
卿
麟
一
重
一

　
内
投
票
の
自
由
い

　
正
し
い
投
票
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
の
自
由
な
意
志
に
よ
っ
て

正
し
い
投
票
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
κ
投
票
の
自
由
〃
は
投
票
の
秘
密
が

守
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
ま

す
。
選
挙
人
が
誰
に
投
票
し
た
か
が
わ

か
る
よ
う
な
制
度
で
は
、
そ
の
こ
と
か

ら
脅
迫
さ
れ
た
り
、
差
別
待
遇
を
受
け

た
り
、
ま
た
買
収
な
ど
が
し
や
す
く
な

っ
た
り
し
て
、
自
由
な
投
票
は
の
ぞ
め

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
憲
法
お
よ
び
公
職
選
挙
法
等

質
蛭
馨
輔
欝
論
㎜

い
ま
蔦
　
　
　
　
灘

懲
雛
薙
嬉
轍

面
倒
を
み
て
も
ら
．
た
か
ら
と
い
う
こ
繍

矯
籍
欝
雛
蕪

　
こ
う
し
た
こ
と
が
依
然
と
し
て
行
な
　
（

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
は
、
せ
っ
か
く
、
　
漕

〃
投
票
の
自
由
μ
が
制
度
の
上
で
は
保
　
漕

障
さ
れ
て
い
て
も
、
意
味
が
少
な
い
と
　
｝

い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
㌔

　
最
近
は
、
婦
人
層
や
青
年
層
の
自
覚
　
へ

が
高
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
弊
害
は
、
だ
　
へ

ん
だ
ん
解
消
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
　
｛

さ
ら
に
完
全
に
こ
れ
を
一
掃
す
る
た
め
　
副

に
、
投
票
の
自
由
が
制
度
的
に
保
障
さ
　
｝

れ
て
い
る
意
味
を
、
み
ん
な
で
も
う
一
　
》

度
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
町

事
業
所
統
計
調
査
に

　
総
理
府
統
計
局
で
は
、
七
月
一
日
現

在
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
事
業
所
統
計

調
査
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と
な
ら
ぶ

国
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で

事
務
所
、
工
場
、
営
業
所
、
飲
食
店
、

旅
館
、
映
画
館
を
は
じ
め
、
駅
、
学
校

病
院
、
神
社
、
寺
院
に
い
た
る
ま
で
、

ご
協
力
を

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業
所
に
つ
い
て
、

経
営
組
織
、
事
業
内
容
や
従
業
者
数
な

ど
を
調
べ
都
道
府
県
、
市
区
町
村
ご
と

の
事
業
所
数
、
従
業
者
数
の
規
模
や
そ

の
産
業
別
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
、
い
わ
ば
日
本
の
産
業
の
見
取
図
を

作
る
統
計
調
査
で
す
。

　
こ
の
調
査
か
ら
作
ら
れ
る
統
計
は
、

国
、
県
や
市
町
村
で
の
経
済
政
策
、
地

域
開
発
計
画
、
都
市
計
画
、
国
民
所
得

の
推
計
、
地
方
交
付
税
の
算
定
な
ど
の

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的

な
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
お
忙
が
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、

調
査
員
が
み
な
さ
ん
の
事
業
所
へ
お
伺

い
し
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
L
ま

す
か
ら
、
こ
の
調
査
の
重
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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「
花
」
と
決
定

　
歌
会
始
め
の
お
題

昭
和
四
十
五
年
歌
会
始
め
の
お
題

は
「
花
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
歌
で
は
、
花
と
い
え
ば
桜
を
さ
し

ま
し
た
が
、
お
題
の
花
は
桜
に
限
ら

ず
、
苗
木
の
何
の
花
で
も
題
材
と
し

て
よ
い
そ
う
で
す
。

　
詠
進
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

総
務
課
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

二
本
木
峠
青
少
年

　
　
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
へ

　
村
の
青
少
年
相
談
員
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
、
夏
休

み
を
利
用
し
て
つ
ぎ
の
と
お
り
キ
ヤ
・

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
な
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
各
学
校
よ
り

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
か
ら
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
と
　
き
　
八
月
六
・
七
日

　
と
こ
ろ
　
二
本
木
峠

　
　
　
　
　
青
少
年
キ
ャ
ソ
プ
セ
シ

　
　
　
　
　
タ
ー

鯵
建
村
内
小
学
生

　
人
数
四
十
五
名

国
を
さ
さ
え
る
若
い
力

　
　
自
衛
官
募
集

　
防
衛
庁
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
四

十
四
年
度
の
二
等
陸
海
空
士
を
、
つ

）

）

）
）
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（
（

　
小
原
農
協
で
は
国
の
補
助
を
受
け

て
総
額
二
、
六
〇
八
千
円
で
ト
ラ
ク

タ
i
一
式
を
購
入
、
委
託
耕
起
を
行

↑
な
う
。

↑
日
本
脳
炎
の
心
配
な
季
節
。
炎
天

下
の
運
動
や
過
労
を
さ
け
、
蚊
の
撲

滅
が
た
い
せ
つ
で
す
が
、
ま
ず
、
予

防
注
射
が
第
一
。
　
（
五
月
二
十
七
日

南
小
体
育
館
で
）

↑塩地内の県道475メートルの

改良舗装工事がきまり、これで

江南村地内の熊谷一小川線は全
部舗装される。

　
　
　
鳥
，

　
　
　
．
抑
ヤ

小
学
生
の
し
つ
け
は
、

　
　
　
　
　
（
「
（

り

子
ど
も
の
し
つ
け
⑥

　
　
　
小
学
生
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
つ
の
時
期

に
分
け
て
考
え
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
幼
児
期
の
延
長
と

し
て
の
低
学
年
時
代
、
学
童
と
し
て
の

特
色
の
あ
ざ
や
か
な
中
学
年
時
代
、
そ

し
て
、
青
年
期
へ
の
移
行
期
と
い
わ
れ

る
高
学
年
時
代
の
三
段
階
で
す
。

　
し
か
し
、
早
熟
、
晩
熟
の
差
が
大
ぎ

い
の
で
、
年
令
や
学
年
に
よ
っ
て
く
ぎ

る
の
は
不
適
当
で
、
子
ど
も
の
発
達
の

状
態
に
あ
わ
せ
て
考
え
た
い
も
の
で
す

　
幼
児
期
か
ら
引
き
続
く
も
の
と
し
て

は
、
感
情
の
し
つ
け
、
運
動
機
能
の
訓

練
、
こ
と
ば
の
し
つ
け
な
ど
が
あ
り
、

低
学
年
で
ひ
と
と
お
り
完
了
す
る
も
の

に
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
で
一
段
と
発
展
す
る

の
は
社
会
性
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
期
で
は
、
親
と
教
師
の
二
つ

の
権
威
と
指
導
に
よ
っ
て
、
比
較
的
ず

な
お
に
し
た
が
い
伸
び
て
い
き
ま
す
が

そ
れ
だ
け
に
両
者
の
役
割
、
分
担
な
ど

に
つ
い
て
は
双
方
で
理
解
を
深
め
て
お

く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
、
こ
れ
が
不
十

分
で
は
、
子
ど
も
を
混
乱
に
お
と
し
い

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

一
、
批
判
力
の
し
つ
け

　
小
学
校
二
年
生
の
な
か
獄
ご
ろ
か
ら

批
判
力
が
急
速
に
伸
び
る
た
め
に
、
そ

れ
ま
で
の
し
つ
け
の
方
法
で
は
失
敗
す
　
㌦

る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
っ
て
き
ま
す
。
　
㌦

　
た
と
え
ば
、
自
己
批
判
の
結
果
、
は
　
沸

じ
め
て
劣
等
感
を
味
わ
う
の
は
二
年
生
　
冠

の
後
半
で
、
お
と
な
は
、
具
体
的
な
事
　
一

実
を
示
し
て
励
ま
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
　
｝

な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
一
方
、
友
だ
ち
に
対
す
る
批
判
か
ら
　
噛

「
つ
げ
口
」
が
連
発
さ
れ
る
の
も
こ
の
　
門

前
後
で
、
こ
こ
で
は
「
つ
げ
口
」
を
禁
　
一

止
す
る
よ
り
、
子
ど
も
の
批
判
力
を
認
　
ザ

め
て
や
り
、
判
断
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
　
ザ

た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煽

　
お
と
な
に
対
す
る
批
判
は
、
　
「
口
ご
　
嘱

た
え
」
と
な
っ
て
現
わ
れ
ま
す
が
、
十
　
（

分
子
ど
も
の
意
見
を
き
い
て
や
り
、
ま
　
”

た
お
と
な
も
積
極
的
に
意
見
を
き
か
せ
　
”

て
や
り
、
話
し
合
い
の
基
本
的
な
姿
勢
　
｝

を
学
ば
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
　
婦

　
犬
の
放
し
飼
い
を

　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う

飼
い
犬
が
年
々
増
加
す
る
と
同
時
蕪
…

継
辮
騰
轟
…

群
購
馨
讐
　
…

ぎ
の
要
領
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

○
受
験
資
格

　
　
満
十
八
才
か
ら
二
十
五
才
ま
で

○
志
願
手
続
き

　
　
役
場
ま
た
は
地
方
連
絡
部

○
願
書
受
付
　
　
常
時

○
試
　
　
験

　
　
毎
月
（
中
学
校
卒
業
程
度
）

○
給
　
　
与

　
　
基
本
給
　
　
一
七
、
七
〇
〇
円

　
　
衣
食
住
無
料
（
一
七
、
三
〇
〇

　
　
円
）

　
　
　
　
計
三
五
、
O
O
O
円

　
応
募
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と

は
役
場
住
民
課
ま
た
は
埼
玉
地
方
連

絡
部
熊
谷
事
務
所
（
電
話
三
二
－
三

五
五
四
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　　　役場の電話番号は

　　　　36～（代）お21

　8月22日「江南電話交換局」の開局
と同時に、役場の電話番号がつぎのようにか

わりますQおまちがいのないよう電話番号を
確めてからダイヤルしてください・
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の
晶

鴨
在
⑤

よ母
の
日

　
　
　
　
　
江
南
北
小
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
幸
子

・
　
今
日
は
母
の
日
で
す
。
今
年
の
母
の

日
は
、
母
の
た
ん
生
日
と
か
さ
な
り
、

「
と
て
も
お
め
で
た
い
日
で
す
。

｝
で
も
母
の
日
と
は
い
え
の
う
か
で

㎜
は
、
か
い
こ
の
世
話
で
、
い
っ
し
ょ
う

一
㎜
け
ん
め
い
働
い
て
い
ま
す
。
朝
の
く
わ

一
く
れ
が
終
わ
る
と
、
私
は
カ
ー
ネ
ー
シ

ヨ
ン
を
、
母
の
胸
に
つ
け
て
、
　
「
お
か

｝
あ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
」
と
い
い
ま

　
し
た
。
母
も
、
　
「
母
の
日
だ
と
、
幸
子

…
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ね
。
」
と
い
い

…
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
仕
事
の
た
め
、
ど

う
も
ピ
ン
が
じ
ゃ
ま
に
な
る
よ
う
す
で

一
弟
の
胸
に
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
弟

ぼ
よ
ろ
こ
ん
で
、
　
「
マ
マ
、
あ
り
が
と

う
。
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
母
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、
弟
に
や

る
ほ
ど
ま
で
に
、
働
い
て
い
る
の
で
、

た
い
へ
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
母
は
、
小
学
校
四
年
生
の
時
、
父
が

せ
ん
そ
う
に
い
っ
て
、
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
四
人
き
ょ
う
だ
い
の
一

番
上
な
の
で
、
い
つ
も
、
わ
た
し
た
ち

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
、
は
た
ら
い
て

い
も
う
と
た
ち
の
め
ん
ど
う
を
、
見
て

来
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。
「
母
は
ず
い

ぶ
ん
よ
う
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
な

あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
父
も
母
も
元
気
で
い
る
の
だ

か
ら
、
母
と
く
ら
べ
た
ら
、
幸
福
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
も
母
に
ま
け

な
い
よ
う
に
、
が
ん
ば
ろ
う
、
と
思
い

ま
す
。

　
母
は
体
が
丈
夫
で
、
病
気
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
毎
目
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
働
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
や
く
そ
く
な
ど
や
ぶ
る
と

と
て
も
し
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
　
「
き

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
せ
き
に
ん
を
持
っ

て
や
り
な
さ
い
。
」
と
い
い
ま
す
。
こ

わ
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私

た
ち
が
少

し
で
も
、
良
い
子
に
な
る
よ

う
に
と
思
っ
て
、
い
う
の
だ
と
思
い
ま

す
。　

私
が
母
に
何
か
た
の
む
と
、
夜
お
そ

く
ま
で
や
る
の
で
し
ょ
う
。
次
の
朝
に

は
ち
ゃ
ん
と
ま
く
ら
元
に
あ
り
ま
す
。

「
母
は
ま
ほ
う
つ
か
い
み
た
い
だ
。
」

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
母

の
日
に
は
、
何
か
お
て
つ
だ
い
を
し
て

母
を
よ
ろ
こ
ば
せ
て
や
り
た
い
、
と
思

い
ま
し
た
。

　
去
年
は
、
お
り
紙
を
お
っ
て
へ
や
を

か
ざ
り
ま
し
た
が
、
㌧
今
年
は
前
の
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
）
　
丈

地
区
花
だ
ん
の
仕
事
が
あ
っ
た
の
で
、

何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

恵
利
子
と
二
人
で
夕
ご
は
ん
に
、
サ
ラ

ダ
を
作
り
ま
し
た
。
い
つ
も
母
の
作
る

の
よ
り
ま
ず
か
っ
た
け
れ
ど
、
　
「
お
い

し
い
、
お
い
し
い
。
」
と
い
っ
て
食
べ

て
く
れ
た
の
で
、
私
は
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
時
々
お
て
つ
だ

い
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
は
、
前
か
ら
よ
く
計
画
を
た
て

て
、
た
の
し
い
母
の
日
に
し
よ
う
と
、

今
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

さ
と
み

　
　
　
　
江
南
北
小
二
年

　
　
　
　
　
　
は
し
も
と
ゆ
う
こ

　
さ
と
み
は
、
か
わ
い
い
か
ら
す
き
で

す
。

　
わ
た
し
が
さ
と
み
を
だ
っ
こ
し
て
や

る
と
、
す
ぐ
目
を
こ
す
り
ま
す
。

　
目
を
こ
す
る
の
が
お
も
し
ろ
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
さ
と
み
は
大
す

き
で
す
。

　
た
ま
に
は
、
な
き
ま
す
が
す
ぐ
わ
ら

い
ま
す
。
わ
た
し
と
さ
と
み
は
な
か
よ

し
で
す
。

　
で
も
、
さ
と
み
の
こ
と
で
一
つ
い
や

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ
た

し
の
あ
た
ま
の
け
を
ひ
っ
ぽ
る
こ
と
で

す
。
い
ち
ど
さ
と
み
に
な
か
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
だ
け
ど
、
わ
た
し
は
さ
と
み
が
大
す

き
で
す
。

ふ
え
て
く
る

　
　
　
ち
漢
に
ご
用
心
　
傭

す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
ち
漢
の
被
害

が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ち
漢
は
普
通
暗
い
場
所
や
、
さ
み
し

い
場
所
に
出
ま
す
。
ま
た
夜
ば
か
り
で

な
く
、
昼
間
で
も
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
遠
ま
わ
り

を
し
て
も
明
る
い
場
所
を
通
る
と
か
、

信
頼
で
き
る
人
に
道
ず
れ
に
な
っ
て
も

ら
う
と
安
心
で
す
。

　
も
し
、
あ
と
を
つ
け
て
く
る
よ
う
な

あ
や
し
い
男
が
い
た
よ
う
な
と
き
は
、

通
り
が
か
り
の
人
や
、
近
く
の
人
に
助

け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
ち
漢
に
お
そ
わ
れ
る
ス
キ
は
、
女
性

の
方
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
と
に
か

ら
だ
が
す
け
て
見
え
る
よ
う
な
服
装
は

考
え
も
の
で
す
。

　
女
性
の
大
た
ん
な
服
装
、
暗
い
場
所

や
さ
み
し
い
場
所
の
ひ
と
り
歩
き
、
男

性
か
ら
誘
わ
れ
た
場
合
の
不
用
意
な
行

動
な
ど
は
、
ち
漢
に
お
そ
わ
れ
る
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
て
、
ち
漢
の
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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担
当
は
鳥
塚
技
師

　
　
　
　
　
　
農
業
改
良
普
及
員

　
昨
年
四
月
よ
り
江
南
村
担
当
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
高
橋
技
師
が
異
動
さ

れ
、
後
任
と
し
て
鳥
塚
技
師
が
担
当

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
鳥
塚
技
師
は
、
農
業
構
造
改
善
の

推
進
と
、
特
に
稲
作
生
産
性
の
向
上

を
は
か
り
た
い
と
語
っ
て
お
り
ま
す

が
、
農
業
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
ら

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

か
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
、
有
線
三
〇
四
五
番
（
産

業
課
）
へ
ど
う
ぞ
。

も
し
も
：
・

　
　
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら

　
こ
れ
か
ら
水
田
の
管
理
の
た
め
、

田
ん
ぽ
に
で
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。　

そ
ん
な
と
き
、
不
意
に
マ
ム
シ
に

か
み
つ
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

マ
ム
シ
に
は
猛
毒
素
が
あ
り
、
す
ぐ
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晶

鴨
在
⑤

よ母
の
日

　
　
　
　
　
江
南
北
小
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
幸
子

・
　
今
日
は
母
の
日
で
す
。
今
年
の
母
の

日
は
、
母
の
た
ん
生
日
と
か
さ
な
り
、

「
と
て
も
お
め
で
た
い
日
で
す
。

｝
で
も
母
の
日
と
は
い
え
の
う
か
で

㎜
は
、
か
い
こ
の
世
話
で
、
い
っ
し
ょ
う

一
㎜
け
ん
め
い
働
い
て
い
ま
す
。
朝
の
く
わ

一
く
れ
が
終
わ
る
と
、
私
は
カ
ー
ネ
ー
シ

ヨ
ン
を
、
母
の
胸
に
つ
け
て
、
　
「
お
か

｝
あ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
」
と
い
い
ま

　
し
た
。
母
も
、
　
「
母
の
日
だ
と
、
幸
子

…
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ね
。
」
と
い
い

…
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
仕
事
の
た
め
、
ど

う
も
ピ
ン
が
じ
ゃ
ま
に
な
る
よ
う
す
で

一
弟
の
胸
に
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
弟

ぼ
よ
ろ
こ
ん
で
、
　
「
マ
マ
、
あ
り
が
と

う
。
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
母
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、
弟
に
や

る
ほ
ど
ま
で
に
、
働
い
て
い
る
の
で
、

た
い
へ
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
母
は
、
小
学
校
四
年
生
の
時
、
父
が

せ
ん
そ
う
に
い
っ
て
、
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
四
人
き
ょ
う
だ
い
の
一

番
上
な
の
で
、
い
つ
も
、
わ
た
し
た
ち

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
、
は
た
ら
い
て

い
も
う
と
た
ち
の
め
ん
ど
う
を
、
見
て

来
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。
「
母
は
ず
い

ぶ
ん
よ
う
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
な

あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
父
も
母
も
元
気
で
い
る
の
だ

か
ら
、
母
と
く
ら
べ
た
ら
、
幸
福
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
も
母
に
ま
け

な
い
よ
う
に
、
が
ん
ば
ろ
う
、
と
思
い

ま
す
。

　
母
は
体
が
丈
夫
で
、
病
気
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
毎
目
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
働
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
や
く
そ
く
な
ど
や
ぶ
る
と

と
て
も
し
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
　
「
き

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
せ
き
に
ん
を
持
っ

て
や
り
な
さ
い
。
」
と
い
い
ま
す
。
こ

わ
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私

た
ち
が
少

し
で
も
、
良
い
子
に
な
る
よ

う
に
と
思
っ
て
、
い
う
の
だ
と
思
い
ま

す
。　

私
が
母
に
何
か
た
の
む
と
、
夜
お
そ

く
ま
で
や
る
の
で
し
ょ
う
。
次
の
朝
に

は
ち
ゃ
ん
と
ま
く
ら
元
に
あ
り
ま
す
。

「
母
は
ま
ほ
う
つ
か
い
み
た
い
だ
。
」

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
母

の
日
に
は
、
何
か
お
て
つ
だ
い
を
し
て

母
を
よ
ろ
こ
ば
せ
て
や
り
た
い
、
と
思

い
ま
し
た
。

　
去
年
は
、
お
り
紙
を
お
っ
て
へ
や
を

か
ざ
り
ま
し
た
が
、
㌧
今
年
は
前
の
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
）
　
丈

地
区
花
だ
ん
の
仕
事
が
あ
っ
た
の
で
、

何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

恵
利
子
と
二
人
で
夕
ご
は
ん
に
、
サ
ラ

ダ
を
作
り
ま
し
た
。
い
つ
も
母
の
作
る

の
よ
り
ま
ず
か
っ
た
け
れ
ど
、
　
「
お
い

し
い
、
お
い
し
い
。
」
と
い
っ
て
食
べ

て
く
れ
た
の
で
、
私
は
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
時
々
お
て
つ
だ

い
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
は
、
前
か
ら
よ
く
計
画
を
た
て

て
、
た
の
し
い
母
の
日
に
し
よ
う
と
、

今
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

さ
と
み

　
　
　
　
江
南
北
小
二
年

　
　
　
　
　
　
は
し
も
と
ゆ
う
こ

　
さ
と
み
は
、
か
わ
い
い
か
ら
す
き
で

す
。

　
わ
た
し
が
さ
と
み
を
だ
っ
こ
し
て
や

る
と
、
す
ぐ
目
を
こ
す
り
ま
す
。

　
目
を
こ
す
る
の
が
お
も
し
ろ
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
さ
と
み
は
大
す

き
で
す
。

　
た
ま
に
は
、
な
き
ま
す
が
す
ぐ
わ
ら

い
ま
す
。
わ
た
し
と
さ
と
み
は
な
か
よ

し
で
す
。

　
で
も
、
さ
と
み
の
こ
と
で
一
つ
い
や

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ
た

し
の
あ
た
ま
の
け
を
ひ
っ
ぽ
る
こ
と
で

す
。
い
ち
ど
さ
と
み
に
な
か
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
だ
け
ど
、
わ
た
し
は
さ
と
み
が
大
す

き
で
す
。

ふ
え
て
く
る

　
　
　
ち
漢
に
ご
用
心
　
傭

す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
ち
漢
の
被
害

が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ち
漢
は
普
通
暗
い
場
所
や
、
さ
み
し

い
場
所
に
出
ま
す
。
ま
た
夜
ば
か
り
で

な
く
、
昼
間
で
も
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
遠
ま
わ
り

を
し
て
も
明
る
い
場
所
を
通
る
と
か
、

信
頼
で
き
る
人
に
道
ず
れ
に
な
っ
て
も

ら
う
と
安
心
で
す
。

　
も
し
、
あ
と
を
つ
け
て
く
る
よ
う
な

あ
や
し
い
男
が
い
た
よ
う
な
と
き
は
、

通
り
が
か
り
の
人
や
、
近
く
の
人
に
助

け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
ち
漢
に
お
そ
わ
れ
る
ス
キ
は
、
女
性

の
方
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
と
に
か

ら
だ
が
す
け
て
見
え
る
よ
う
な
服
装
は

考
え
も
の
で
す
。

　
女
性
の
大
た
ん
な
服
装
、
暗
い
場
所

や
さ
み
し
い
場
所
の
ひ
と
り
歩
き
、
男

性
か
ら
誘
わ
れ
た
場
合
の
不
用
意
な
行

動
な
ど
は
、
ち
漢
に
お
そ
わ
れ
る
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
て
、
ち
漢
の
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
）

お知らせ

　一…漁

ザ甲》輝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　買鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹身　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●屠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂尋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■闇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厘々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々胃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々閥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　09　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o縄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　好●隔　　　　　　　　　　　　　　　　　■◎■　　　　　　　　　　　　　　　　甲専陶　　　　　　　　　　　　　　　　■◎■　　　　　　　　　　　　　　　マ◎阿　　　　　　　　　　　　　　“，一　　　　　　　　　　　　　　9々閥　　　　　　　　　　　　　■事，　　　　　　　　　　　　●専”　　　　　　　　　　　　・い■　　　　　　　　　　　o辱躍　　　　　　　　　　魯，昌　　　　　　　　　　o々阿　　　　　　　　　重，■　　　　　　　　◎々陶　　　　　　　　価B　　　　　　　　●　　　　　　　身聖　　　　　　　，■　　　　　　■‘　　　　　　尋脚　　　　　，曹　　　　　6，　　　　8慶　　　　●　　　　喚，　　　o唱　　　魯や　　吟B　　∂◎　電勾　，B々噂
奪．

担
当
は
鳥
塚
技
師

　
　
　
　
　
　
農
業
改
良
普
及
員

　
昨
年
四
月
よ
り
江
南
村
担
当
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
高
橋
技
師
が
異
動
さ

れ
、
後
任
と
し
て
鳥
塚
技
師
が
担
当

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
鳥
塚
技
師
は
、
農
業
構
造
改
善
の

推
進
と
、
特
に
稲
作
生
産
性
の
向
上

を
は
か
り
た
い
と
語
っ
て
お
り
ま
す

が
、
農
業
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
ら

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

か
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
、
有
線
三
〇
四
五
番
（
産

業
課
）
へ
ど
う
ぞ
。

も
し
も
：
・

　
　
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら

　
こ
れ
か
ら
水
田
の
管
理
の
た
め
、

田
ん
ぽ
に
で
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。　

そ
ん
な
と
き
、
不
意
に
マ
ム
シ
に

か
み
つ
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

マ
ム
シ
に
は
猛
毒
素
が
あ
り
、
す
ぐ
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農家尻
　　ぺ一・ジ

（（7・））広，報こう一な

稲・の生育別一水管理
・耕

じょうずにやって増収をはかろう

雪毒ミ∴
…山納睡～

稲
は
全
生
育
期

間
の
大
部
分
を
、

湛
水
さ
れ
た
水
田

で
過
ご
し
ま
す
。

　
こ
の
水
の
調
節

に
よ
っ
て
、
養
分

の
吸
収
、
雑
草
・

病
害
虫
の
発
生
、

干
ば
つ
、
冠
水
害

根
腐
れ
、
秋
葉
落

ち
な
ど
い
ろ
い
ろ

の
影
響
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
水
管
理

を
共
同
で
徹
底
し

て
行
な
い
、
増
収

す
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
活
着
期
…
田
植

え
後
苗
が
活
着
す

る
ま
で
の
一
週
間

は
、
水
を
十
セ
ン

チ
位
の
深
さ
に
は

り
、
苗
の
動
揺
を

防
ぎ
、
水
分
を
十
・

分
に
吸
収
さ
せ
る

　
分
け
っ
期
…
苗

籍
て
分
腔
多

ら
、
三
セ
ン
チ
位
の
浅
水
に
し
て
分
け

つ
を
促
進
さ
せ
る
。

　
分
け
つ
期
が
進
み
、
無
効
分
け
つ
期

に
入
る
と
、
稲
が
最
も
水
を
必
要
と
し

な
い
時
期
に
な
る
の
で
、
中
干
し
す
る

　
中
干
し
の
時
期
は
分
け
つ
衰
退
期
で

出
穂
前
三
十
～
四
十
日
に
あ
た
り
、
幼

穂
形
成
期
ま
で
に
は
終
る
よ
う
に
す
る

そ
の
程
度
は
、
田
に
小
さ
な
割
目
が
で

き
、
足
の
凹
ま
な
い
程
度
を
目
安
に
し

て
三
日
～
七
日
程
度
千
す
の
が
良
い
。

　
中
千
し
以
後
出
穂
期
ま
で
…
二
の
時

期
は
、

水
の
必
要
な
時
期
で
あ
る
と
と

養
蚕
振
興
の
モ
デ
ル
建
物

　
　
稚
蚕
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

も
に
酸
素
の
消
費
量
が
増
汰
す
る
時
期

に
あ
た
る
の
で
、
こ
の
両
方
を
満
た
す

た
め
に
、
時
々
落
水
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
間
断
か
ん
が
い
を

行
な
う
。

　
出
穂
期
以
後
…
稲
の
登
熟
期
間
は
、

普
通
晩
稲
で
四
十
五
～
五
十
日
位
か
か

る
が
、
こ
の
期
問
中
に
必
要
な
水
は
出

穂
後
三
十
目
間
で
す
。
水
分
の
蒸
散
も

少
な
く
な
る
の
で
浅
水
で
十
分
で
あ

り
、
間
断
か
ん
が
い
を
行
な
う
。

　
落
水
…
落
水
の
時
期
は
、
普
通
晩
稲

で
は
出
穂
後
三
十
～
三
十
五
目
頃
で

す
。
　
　
　
（
熊
谷
農
業
改
良
普
及
員
）

　
　
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
の
小
原

　
稚
蚕
共
同
飼
育
所
が
、
四
月
二
十
日
完

　
成
、
こ
と
し
の
春
蚕
か
ら
、
二
の
近
代

司
育
所
完
成

食

購

　
　
　
（
（
－

的
建
物
の
な
か
で
南
地
区
六
、
○
○
○

グ
ラ
ム
の
稚
蚕
が
飼
育
さ
れ
、
各
家
庭

に
配
蚕
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
建
物
は
、
総
事
業
費
二
〇
、
三

七
二
千
円
（
う
ち
一
〇
、
一
八
三
千
円

が
国
庫
補
助
）
で
、
鉄
骨
平
家
建
ス
レ

ー
ト
葺
で
、
面
積
は
七
一
二
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。

　
建
物
の
内
部
は
貯
桑
室
、
飼
育
室
、

機
械
室
、
坐
桑
室
、
管
理
室
に
わ
か
れ

自
動
的
に
温
湿
度
が
調
整
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
飼
育
所
の
建
設
と
同
時

に
、
ニ
ッ
サ
ソ
の
ダ
ッ
ト
サ
ソ
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
、
桑
や
蚕
の
輸
送
に
つ
か
わ

れ
ま
す
。

　
小
原
農
協
前
の
自
然
条
件
に
も
め
ぐ

ま
れ
た
こ
の
建
物
は
、
今
後
養
蚕
振
興

の
モ
デ
ル
建
物
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
写
真
上
　
飼
育
所
と
購
入
し
た
自
動

　
　
　
　
．
車
〕

〔
写
真
下
　
飼
育
所
内
部
〕

　
　
　
北
地
区
に
も

　
　
　
　
　
共
同
飼
育
所

　
小
原
稚
蚕
共
同
飼
育
所
に
ひ
き
つ
づ

ぎ
、
昭
和
四
十
四
年
度
事
業
と
し
て
、
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闘
…
㎜

北
地
区
に
御
正
稚
蚕
共
同
飼
育
所
を
建
纏

設
い
た
し
ま
兎
　
　
…

建
設
予
定
地

事
業
費

飼
育
量

完
成
予
定

北
小
学
校
の
北
側
繍

静
撰
継

手
当
て
を
し
な
い
と
生
命
に
危
険
を

お
よ
ぽ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
役
場
で
は
、
皆
さ
ん
が
す
こ
し
で

も
安
心
し
て
農
作
業
に
従
事
で
き
る

よ
う
万
一
に
そ
な
え
て
、
マ
ム
シ
の

血
清
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
不
幸
に
し
て
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た

場
合
に
は
、
あ
わ
て
ず
に
、
す
ぐ
か

ま
れ
た
と
こ
ろ
よ
り
心
臓
に
近
い
と

こ
ろ
を
手
拭
い
な
ど
で
強
く
し
ば
り

役
場
住
民
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
あ
り
ま
す
。

お
米
は
ど
こ
で
も
…
：

　
　
基
準
量
も
あ
が
る

○
お
米
は
ど
こ
で
も

　
お
米
の
配
給
を
受
け
る
場
合
、
小

売
販
売
業
者
に
登
録
し
、
そ
の
店
で

き
り
買
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
四
月
一
日
か
ら
は
、
村
内
で

県
の
登
録
を
受
け
て
い
る
米
屋
さ
ん

で
あ
れ
ば
、
ど
こ
の
店
か
ら
で
も
買

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
江
南
村
で
は
、
御
正
農
協
と
、
小

原
農
協
が
登
録
業
者
で
す
か
ら
、
お

米
の
配
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
必
ず
購
入
通
帳
を
持
参
し
て
、
・

買
受
量
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。O

配
給
某
、
準
量
あ
が
る

　
い
ま
ま
で
は
、
　
一
人
一
ヵ
月
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
十
五
キ
ロ
グ

ラ
ム
ま
で
買
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
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二
十
六
人
に
見
舞
金

交
通
災
害
共
．
済
事
業

　
昭
和
四
十
三
年
度
発
足
し
た
交
通
災

害
共
済
事
業
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事

故
に
み
っ
た
か
た
を
み
ん
な
で
助
け
合

お
う
と
い
う
制
度
で
す
が
、
一
年
間
に

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
り
、
総
額
四

十
五
万
五
千
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ

昭’：和㌧4蜜年び丹簗齢日

ま
し
た
ゆ
．

　
一
ヵ
月
未
満
の
け
が

　
一
カ
月
～
二
ヵ
月
の
け
が

　
ニ
カ
月
～
三
ヵ
月
の
け
が

　
三
ヵ
月
～
四
ヵ
月
の
け
が

　
四
ヵ
月
～
六
ヵ
月
の
け
が

十
一
件

　
七
件

　
四
件

　
三
件

　
一
件

こ
れ
を
事
故
の
内
容
別
に
み
ま
す
と

自
転
車
・
バ
イ
ク
等
で
運
転
を

あ
や
ま
っ
た
も
の

衝
突
・
追
突
な
ど
の
事
故

他
人
か
ら
追
突
ま
た
は
接
触
さ

れ
た
事
故

　
　
　
　
、

子
ど
も
の
事
故
は
お
と
な
の
責
任

　
　
水
の
事
故
を
な
く
そ
う

　
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
楽
し
い
水

遊
び
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
と
と
も
に
ふ
え
る
の

が
こ
ど
も
の
水
の
事
故
で
す
。

　
昨
年
の
埼
玉
県
の
児
童
、
生
徒
の
水

死
事
故
は
、
六
月
か
ら
八
月
ま
で
で
九

名
，
（
小
学
生
六
名
、
中
学
生
二
名
、
高

校
生
一
名
y
と
近
年
の
最
低
数
で
し
た

　
こ
と
し
こ
そ
水
死
「
ゼ
ロ
」
を
目
ざ

し
た
い
も
の
で
す
。

慰
，
，
：
…
…
，
，
｝
水
遊
び
の
注
意
の
徹
底
、

七九
件件

と
な
っ
て
お
り

事
故
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
し
ま
す

　
こ
れ
は
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て

い
る
人
に
つ
い
て
の
事
故
で
す
が
、
こ

の
ほ
か
に
も
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　
お
互
い
に
、
外
出
す
る
と
き
、
特
に

車
に
乗
る
と
き
に
は
十
分
注
意
し
て
、

交
通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
，
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
麟
．

水
泳
禁
止
地
域
を
知
ら
せ
て
お
く
、
水

泳
練
習
の
機
会
を
つ
く
る
ほ
か
、
校
外

補
導
の
徹
底
が
た
い
せ
つ
で
す
。

家
庭
悉
腿
危
険
な
場
所
で
は
こ
ど
も

ど
う
し
の
水
遊
び
は
さ
せ
な
い
、
帰
宅

時
間
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
く
な
ど

こ
ど
も
の
生
活
に
親
が
関
心
を
も
つ
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
ど
も
の
事
故
は
、
お
と
な
の
責
任

と
な
り
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
こ
ど

も
の
安
全
奪
っ
て
㌻
迭
．
牝

　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
）
　
バ
＼

　
　
　
　
　
十
件

自
分
か
ら
お
こ
し
た

　　土地税制

　　一繭大きくがわる

　土地建物などの譲渡による税金が・従

来の総合課税を廃して、次のような分離

課税の方法にかわりました。『

長期譲渡所得
　5年以上保有している土地、建物など

を譲渡した場合
　昭和44年～46年譲渡一10弩ρ所得税

　〃　47年～48年〃　　15％　　〃

　〃　49年～50年〃　　20％　　〃
　なお、課税される収入金額から100万

円の特別控除があります。

短期保有の譲渡所得
　昭和44年～50年に譲渡し、保有期間が

5年以下の場合
　「課税される短期譲渡所得金額の40％

の税額」または「総合課税の方法で計算

した税額のうち短期譲渡所得に対応する

部分の税額の110％」のいずれか高い方

の税額

特別控除……短期・長期の区分に関係な

　く｛次の控除があります。
○収用事案などの場合　　　　1，200万円

○住宅公団等に売却した場合　600万円

○地方公共団体等の行なう特定の宅地造

　成事業等の場合．　　　　　300万円

O自分の居住している建物または建物と

　共に士地を譲渡した場合　・’1，000万円
　、くわしいごとにづいては、i税務署資産

税係にご相談ください。　（熊谷税務署）

雛霧
．，耳

“．　．じ一に

冷蔵庫の
使いかた

　
冷
蔵
庫
の
威
力
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
発
揮

さ
せ
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
満
員
に
し
な
い
こ
と
。

．
・
開
閉
は
す
ば
や
く
す
る
こ
と
。

・
製
氷
皿
の
水
は
八
分
目
位
に
。

　
と
こ
ろ
で
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
け

ば
い
つ
ま
で
も
腐
ら
な
い
と
誤
解
し
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
保
存
限

度
は
、
や
さ
い
類
六
日
、
牛
肉
三
日
、

ケ
ー
キ
ニ
日
、
刺
身
一
日
、
納
豆
一
日

と
意
外
に
短
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は

・
い
も
類
や
バ
ナ
ナ
は
冷
蔵
庫
に
入
れ

る
と
か
え
っ
て
変
質
し
ま
す
。

・
新
鮮
な
卵
は
丸
い
方
を
下
に
入
れ
る

・
水
分
を
霜
に
し
て
と
っ
て
し
ま
う
性

質
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
さ
い
、
果
物

魚
な
ど
は
必
ず
ポ
リ
ェ
チ
レ
ン
で
包
む

か
、
容
器
に
入
れ
る
。
反
対
に
の
り
、

せ
ん
べ
い
な
ど
は
、
む
き
出
し
に
入
れ

て
お
く
と
、
い
つ
も
パ
リ
パ
リ
と
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
き
ゅ
う
り
と
油
あ
げ
の

　
　
　
　
　
ご
ま
酢
あ
え

　
き
ゅ
う
り
は
う
す
く
輪
切
り
に
し
て

塩
も
み
し
、
し
ん
な
り
と
し
た
ら
水
気

を
し
ぽ
る
。

　
油
あ
げ
は
細
長
く
開
い
て
油
抜
き
を

し
、
細
か
く
切
っ
て
、
だ
し
、
さ
と
う

し
ょ
う
ゆ
で
下
煮
す
る
。

　
ご
ま
酢
で
油
あ
げ
、
き
ゅ
う
り
を
あ

え
て
器
に
こ
ん
も
り
と
盛
り
、
上
に
し

そ
の
せ
ん
切
り
を
あ
し
ら
う
と
よ
い
。

）
）
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日
光
の
消
毒
力
．
－

　
こ
れ
か
ら
は
豊
か
な
日
光
に
恵
ま
れ

る
季
節
で
す
。
こ
の
日
光
が
病
源
菌
に

た
い
し
て
、
自
然
の
消
毒
作
用
を
も
っ

て
い
る
こ
と
は
、
ど
な
た
で
む
ご
承
知

の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
で
は
い
っ
た
い
、
日
光
の
消
毒
力
と

い
う
の
は
、
ど
の
く
ら
い
の
も
の
で
し

ょ
う
か
。

　
一
般
的
に
、
十
度
～
二
十
度
の
気
温

で
す
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ソ
ザ
菌
が
二
十

分
、
百
日
ぜ
き
菌
が
三
十
分
、
肺
炎
菌

一
時
間
、
結
核
菌
五
時
間
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
気
温
が
上
が
る
に
つ

れ
て
消
毒
力
も
強
く
な
り
、
そ
れ
だ
け

時
間
が
短
縮
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
ふ
と
ん
な
ど
は
二
時
間
ぐ
ら
い
、
朝

の
十
時
か
ら
午
後
の
二
時
ま
で
が
い
ち

ば
ん
よ
い
そ
う
で
す
。




